
   景観法施行条例 
  
（趣旨） 

第１条 この条例は、景観法（平成１６年法律第１１０号。以下「法」という。）の施行に関し、

必要な事項を定めるものとする。 
（行為の届出等） 

第２条 法第１６条第１項若しくは第２項の規定による届出又は同条第５項の規定による通知は、

規則で定めるところにより行わなければならない。 

２ 法第１６条第１項第４号の条例で定める行為は、次に掲げる行為とする。 

 ⑴ 土地の形質の変更 

 ⑵ 屋外における土石、廃棄物（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３

７号）第２条第１項に規定する廃棄物をいう。以下同じ。）、再生資源（資源の有効な利用

の促進に関する法律（平成３年法律第４８号）第２条第４項に規定する再生資源をいう。以

下同じ。）その他の物件の堆積 

３ 前項各号に掲げる行為に係る法第１６条第１項の規定による届出は、同項及び景観法施行規

則（平成１６年国土交通省令第１００号。以下「省令」という。）第２条に規定する事項を記載

した届出書に規則で定める図書を添付して行わなければならない。 

４ 第２項各号に掲げる行為に係る法第１６条第２項の条例で定める事項は、省令第３条に規定

する事項とする。 

 （適用除外行為） 

第３条 法第１６条第７項第１１号の条例で定める行為は、次に掲げる行為とする。 

 ⑴ 他の法令又は条例の規定に基づき、許可を要する行為のうち、規則で定めるもの 

 ⑵ 法第１６条第１項第２号に掲げる行為（規則で定める工作物に係る行為を除く。） 

 ⑶ 前条第２項第２号に掲げる行為で、堆積の期間が３０日以下のもの 

 ⑷ 規則で定める規模以下の行為 

 （特定届出対象行為） 

第４条 法第１７条第１項の条例で定める行為は、法第１６条第１項第１号及び第２号の届出を

要する行為とする。 

 （勧告又は変更命令等の手続） 

第５条 町長は、法第１６条第３項の規定による勧告をしようとするとき、又は法第１７条第１

項若しくは第５項の規定により必要な措置を命じようとするときは、あらかじめ、当別町美し

い景観委員会条例（平成１７年当別町条例第１１号）の規定により設置する当別町美しい景観

委員会の意見を聴くものとする。 

 （委任） 

第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

  

   附 則 

 この条例は、平成２１年６月１日から施行する。 


